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室内空気浮遊粒子中の PAH測 定への PAS-2000の 適用
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1結 言

我々が生活時間の大部分を過ごす室内には様々な

化学物質を含む微小浮遊粒子が存在している。この浮

遊粒子による室内空気汚染は汚染された外気の流入

などとともに,喫 煙,調 理,暖 房などの室内特有の汚

染源からの寄与も考えられる。これらの浮遊粒子は主

に有機物の不完全燃焼により生成するため,多 環芳香

族炭化水素 (r)All)に代表される発がん関連物質など

の生体影響物質を極微量ずつ含んでいる。また,肺 が

ん発生率の急増している現在,こ れらの浮遊粒子の長

期間曝露による影響についても懸念されつつある。

従って,我 々の健康を長期にわたり維持するために

は,当 該物質の汚染実態や曝露実態を出来るだけ正確

に把握 し,そ の低減化対策を講ずることも重要であ

る。一方,浮 遊粒子に含まれるPAH類 の濃度は非常

に低いため,個人曝露調査等では24時間の試料採取時

間が必要とされる。更に,前 処理や機器分析手法を必

要とし,測 定対象化合物も限定されてしまう。した

がって,PAH類 全体の挙動を迅速に,で きるだけ正確

に把握するため,PAH濃 度をリアルタイムで連続的に

測定する方法が望まれているG

そこで本研究では,室 内空気中の微小浮遊粒子中に

含まれるF〕AH類 の汚染実態や曝露実態を把握するた

めの研究の一環として,空 気中の浮遊粒子に含まれる

PAHを 連続的に直接測定 し得るとされる小型装置

(PAS-2000)を米国より導入し,そ の基本的な測定能

等について検討 した。即ち,PAS-2000を 用いて,非

喫煙室 (倉庫)内 空気中の PAH濃 度を経時的に測定

すると共に,同 室内で浮遊粒子濃度をβ線吸収法で測

定し,両 者の濃度変化を比較検討した。更に,こ のβ

線吸収法でロール状ろ紙上に採取された浮遊粒子に

含まれるPAH類 の一部について高感度 HPLC分 析法

を用いて測定し,そ れらの結果について比較検討した

ので報告する。

2 実 験方法

2.l PAS-2000に よる室内空気浮遊粒子中 PAHの 測定

PAS-2000(PASi photoelectric aerosol sensor)は , 米

国テキサス州の EcoChem Anぷytics社 (1629 Cornにhe

S t r e e t , L e a g u e  C t t y , T X  7 7 5 7 3 )より購 入 した。この

PA S  2 0 0 0 ( W : 2 4 c m , L : 3 2 c m , H : 1 4 c m ; 9 k g ;制御用パー

ソナルコンピューター付 き)の 構成を Fi g。1に示す。

この装置は,空 気 を 2L / m i nで吸入 し,そ の空気中の

粒子状物質に含まれる PAHに エキシマーランプの紫

外線 (222nm)を照射 して比較的環数の多い酔田 (4

環以上に効果が高い
い
)か ら電子を放出させることに

よリイオン化させる。そのイオン化した浮遊粒子によ

る電極での電流値の変化を検出し,IDAH濃度を見積も
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